
宮崎地方気象台
Miyazaki Meteorological Office

最近の防災気象情報について

令和４年度宮崎県防災会議
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令和4年台風第14号
線状降水帯に関する取組み
長周期地震動

令和５年２月１３日
宮崎地方気象台長

上出 一美
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令和４年台風第14号の気象概況
■概要
• 9月14日03時に小笠原近海で発生した台風第14号は、発達しながら西よりに進み、17日には大型で猛烈な強

さまで発達した。18日19時頃には、気象庁が台風の統計を取り始めた1951年以降、上陸時では5番目に低い
中心気圧940hPaで鹿児島市付近に上陸し、その後19日朝にかけて九州を縦断した。

• 宮崎県では、台風本体の雨雲がかかった9月18日昼前から19日未明にかけて局地的に猛烈な雨や非常に激し
い雨が降り、観測史上1位の値を更新するなど記録的な大雨となった。広い範囲で土砂災害の危険度が高まり、
県内の24市町村に土砂災害警戒情報を発表し、さらに土砂災害の危険度が高まった宮崎市などへ18日15時
10分に大雨特別警報（土砂災害）を発表し、その後大雨特別警報（土砂災害）の発表は15市町村に及んだ。

• また、宮崎県では、9月17日明け方から20日未明にかけて風速15メートル以上の強風域に入り、18日昼前から
19日昼過ぎにかけて風速25メートル以上の暴風域に入った。宮崎、西都などで非常に強い風を観測し、串間、
小林では観測史上1位の値を更新した。

大雨特別警報等の
発表状況（9月19
日00時45分時点）2
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観測所名
期間降水量
9/15~19

月降水量の
9月平年値

期間降水量と
9月平年値の比

一部欠測

高千穂（西臼杵郡高千穂町） 462.0 380.7 1.21
古江（延岡市） 202.5 328.6 0.62
鞍岡（西臼杵郡五ヶ瀬町） 584.0 332.9 1.75
日之影（西臼杵郡日之影町） 597.5 418.5 1.43
諸塚（東臼杵郡諸塚村） 815.0 486.8 1.67
北方（延岡市） 515.5 403.8 1.28
延岡（延岡市） 324.0 368.2 0.88
椎葉（東臼杵郡椎葉村） 785.5 392.1 2.00
日向（日向市） 283.5 391.7 0.72
神門（東臼杵郡美郷町） 985.0 534.2 1.84
西米良（児湯郡西米良村） 683.0 414.8 1.65
都農（児湯郡都農町） 294.0 423.3 0.69
高鍋（児湯郡高鍋町） 214.0 - -
加久藤（えびの市） 280.5 287.1 0.98
西都（西都市） 177.5 321.5 0.55
えびの（えびの市） 937.0 482.6 1.94
小林（小林市） 279.5 306.1 0.91
野尻（小林市） 280.5 291.9 0.96 ●
国富（東諸県郡国富町） 320.5 349.9 0.92
宮崎（宮崎市） 218.5 370.9 0.59
田野（宮崎市） 400.5 - -
赤江（宮崎市） 191.0 390.7 0.49
都城（都城市） 679.5 314.2 2.16
深瀬（日南市） 409.0 411.3 0.99 ●
油津（日南市） 198.0 307.1 0.64
串間（串間市） 352.5 283.9 1.24

9月15日から19日のアメダス総降水量分布図
（単位：mm）

9月15日から19日のアメダス総降水量と平年値との比較
（単位：mm）

令和４年台風第14号の気象概況 ～降水量～
【統計開始からの最大値を更新（降水量）】

・12時間降水量 ・24時間降水量
西米良 ：451.0 mm 椎葉 ：631.0 mm
椎葉 ：428.5 mm 西米良 ：579.0 mm 
日之影 ：413.0 mm 日之影 ：515.0 mm 
都城 ：404.0 mm 
北方 ：347.5 mm ・48時間降水量
高千穂 ：317.0 mm 椎葉 ：741.0 mm 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊日之影 ：553.5 mm

このほか、日降水量や72時間降水量も複数の観測地点で更新
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線状降水帯 ～予測精度向上に向けた取組～
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線状降水帯 ～情報の改善～
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令和３年６月～ 「顕著な大雨に関する情報」の提供
線状の降水帯により非常に激しい雨が同じ場所で実際に降り続いている状況を「線状降水帯」という

キーワードを使って解説

令和４年６月～ 線状降水帯による大雨の半日程度前からの呼びかけ
線状降水帯による大雨の可能性がある程度高いことが予想された場合に、半日程度前から、気象

情報において「線状降水帯」というキーワードを使って呼びかける
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２００３年９月２６日 十勝沖地震 M８．０ 苫小牧市しらかば（震度５弱）

周期の短い揺れ 周期の長い揺れ

地面の動きの記録

このうち周期の長いゆっくりとした
大きな揺れ（地震動）のことを
長周期地震動といいます。

※ この地震では苫小牧市の石油タンク
でスロッシング（石油タンク内の石油が
揺動する現象）による火災が発生して
います。

地震が起きると様々な周期を持つ揺れ（地震動）が発生

長周期地震動とは

6
高層ビルが大きく長く揺れることで、室内の家具や什器が
転倒・移動したり、エレベーターが故障することがあります。
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長周期地震動階級について
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○気象庁では、平成23年度以降、有識者による検討会を開催し、長周期地震動に関する
情報のあり方について検討を進めてきた。

○平成25年3月に震度では表現できない長周期地震動による揺れに対する指標として

長周期地震動階級を定めた。
長周期地震動階級関連解説表

長周期地震動階級と人の体感・行動、室内の状況等の関連
※建物の構造等によって揺れ方は異なるので、対象となる14～15階以上の高さの全てのビルでこのような揺れになるというわけではないことに注意

※14,15階建て以上の建物
（の高層階）において、地震時
に室内で生じた人の行動難度や什器
の移動・転倒状況、内装材の破損等
の状況の聞き取り、アンケート調査な
どの結果から4つの区分に分けている。

各長周期地震動階級に対
する簡易な現象表現

階級１ やや大きな揺れ
階級２ 大きな揺れ
階級３ 非常に大きな揺れ
階級４ 極めて大きな揺れ
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〇長周期地震動に関する予測情報（緊急地震速報の改善）
• これまでの緊急地震速報は、下記のとおり震度の予想によって発表していました。
• 今後は発表条件に長周期地震動階級の予測値を追加して提供することとし、長周期地震動階級３以上

を予測した場合でも、緊急地震速報（警報）※を発表します。
※緊急地震速報（予報）の発表条件には、長周期地震動階級１以上を予測した場合を追加します。

○運用開始日 ： 令和５年２月１日
○緊急地震速報（警報）の発表条件 赤字：変更点

〇長周期地震動に関する観測情報
• 高層ビル等で被害をもたらす長周期地震動への対応として、
「長周期地震動階級」をお知らせする
「長周期地震動に関する観測情報」を気象庁HPで提供中です。

• 高層ビルの管理などにご利用ください。
リニューアル後の長周期地震動観測情報ページ

発表条件
震度５弱以上を予想した場合

＋（または）
長周期地震動階級３以上を予想した場合

対象地域
震度４以上を予想した地域

＋（または）
長周期地震動階級３以上を予想した地域

〇長周期地震動の基準で発表される緊急地震速報の例
（平成23年(2011年)東北地方太平洋沖地震）

大阪府南部に
追加で発表

長周期地震動に関する情報提供 ～緊急地震速報の改善～
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緊急地震速報を見聞きしたら、これまで通り身を守る行動をとってください。


